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生 年 昭和 30 年生 

住 所 愛媛県伊予郡砥部町 

品 目 

七折小梅・梅干し等（ななおれこうめ・うめぼしなど） 
 砥部町の七折地区に伝わる、肉厚で果肉がきめ細かく、甘い香りが特徴の「小梅」 
 明治中期に県外から移入した苗木の中に混じっていた芽状変異とされる 
 梅干しの他、梅肉、梅ジュレ、梅シロップ等を組合で加工する他、地元企業と

提携して梅ドレッシング、梅そうめん、梅酒等を加工販売 
 平成 19 年にえひめ愛フード推進機構から「愛」あるブランド産品に認定 

技 術 

デリケートな「七折小梅」の特性に配慮した安定生産と加工品の開発 
 樹勢が衰弱しやすい「七折小梅」を、完熟堆肥の施用（毎年２ｔ/10ａ）によ

る土づくりと高度な剪定技術や病害虫管理技術で安定生産 
 10ａ当り820～850 ㎏で秀品率が常に85％以上 
 昔ながらの手法にこだわり、手作業で梅干しを製造 

活 動 状 況 

 昭和 49 年に果樹試験場（興津）での研修修了と同時に 19 歳で就農、温州みかん・
水稲から中晩柑類に品種転換し、水田転換で七折れ小梅の栽培を拡大 

 現在、七折小梅 100ａの他、露地や施設の柑橘類、シキミ等を栽培し、「七折小梅」
は経営面積の 31％、所得の 21％ 

 減農薬・減化学肥料による栽培管理技術の指針作成や商品開発、市場開拓に尽力 
 梅干しづくり教室の講師や視察研修の受入れを積極的に対応 

相 談 に 

応じられる 

分野・内容 

 「七折小梅」の栽培技術及び梅干し加工技術の指導 
 「七折小梅」の産地形成や歴史の説明 
 研修生の受け入れ 

受 賞 歴 等 
 平成 19 年 豊かなむらづくり全国表彰 農林水産大臣賞 
 平成 28 年 全国農業コンクール 優秀賞 

※(農)ななおれ梅組合として、受賞 

主 な 役 職 

 平成 11 年～14 年 JA えひめ中央 宮内支部 運営委員長 
 平成 20 年    （農）ななおれ梅組合 加工販売部長 
 平成 22 年    （農）ななおれ梅組合 副組合長兼加工販売部長 
 平成元年 ～現在 （農）ななおれ梅組合 組合長 
 平成元年 ～現在 砥部町観光協会 副会長 
 令和元年度～   農事組合法人ななおれ梅組合 代表理事 

H P http://www.nanaore-koume.jp（四国砥部町 七折梅園） 

 
 


